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本件に関するお問い合わせ 

イーオンインフォメーションセンター 

0800-111-1111（月-金：12時〜18時） 

 

報道関係各位 

株式会社イーオン 

 

イーオン主催 特別講演会 
『桂かい枝師匠 英語落語会』開催のお知らせ 

 
■日時：2016年 6月 25日（土）14:00～15:30 

■会場：イーオン東京本社 大ホール（東京都新宿区西新宿 6-10-1日土西新宿ビル 16F） 
 
 

英会話教室を運営する株式会社イーオン（本社：東京都新宿区、代表取締役：三宅義和、以下

「イーオン」）は、落語を英語で楽しむ講演会『桂かい枝師匠 英語落語会』を、6 月 25 日（土）

にイーオン東京本社にて開催します。 

 

 本講演会では、“笑いは世界の共通語”をモットーに、世界へ日本独自の笑芸を広めるため、英

語による落語を国内外で公演し高い評価を得ている上方落語会、桂かい枝師匠に登壇いただき、

最新の「英語落語」を披露いただきます。当社では、2007 年より参加者に英語を用いたコミュニ

ケーションの面白さと多様さを体感していただき、今後の英会話学習に役立てていただくことを

目的に実施し、今回で 7 回目となる好評を博している講演会です。 

 

当日は、桂かい枝師匠の表情や身振り手振りの仕草によ

る熟練の表現から、英語に親しみのない方でも自然と意味

やストーリー展開を理解することができ、老若男女問わず

英語による落語の面白さをお楽しみいただける内容とな

っています。 

 

イーオンは、今後も英語学習の多様化するニーズに応え、

より充実した英語教育の提供に努めてまいります。 

 

 

■概要 

1.日時・会場：6 月 25 日（土）14:00～15:30 

英会話イーオン東京本社 大ホール 

（東京都新宿区西新宿 6-10-1 日土西新宿ビル 16F） 

 

2.登 壇 者：落語家 桂かい枝 氏 

  

3.定 員：120 名（要申込み、先着順） 

 

4.参 加 費：一般：1,500 円（税込）／イーオン生：1,200 円（税込） 

 

5.お 申 込 先：特設サイトより https://www.aeonnetcampus.com/aeonnews/eigorakugo/ 

 

 

 

 

 

前回の「英語落語会」の様子 



 

 

■登壇者紹介 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桂かい枝 氏 

落語家・文化庁文化交流使。 

大学卒業後、上方落語の先代桂文枝に入門。日本独自の笑芸落語の魅力を世界に伝えたいと 1997

年より英語落語海外公演を開始。これまでに世界 21 カ国 100 以上の都市で公演を成功させる。

2008 年には 1 年をかけて全米落語ツアーに挑戦。アメリカの国立劇場「ケネディーセンター」で

も公演を行う。2014 年には世界最大の芸術祭「エジンバラ・フェスティバル・フリンジ」で１ヶ

月のロングラン公演を行い、現地紙より最高評価の五つ星を獲得するなど、世界的にも活躍。こ

の春より、大阪樟蔭女子大学客員教授に就任。中学校の英語教科書にも取り上げられる。文化庁

芸術祭新人賞・NHK 新人演芸大賞・東西落語家コンペティション優勝など、受賞多数。出版物は

「牛はどこでもモー！」「英語 DE 落語 動物園」（鈴木出版）、「英語落語絵本シリーズ」（汐

文社）など多数。「対談！日本の英語教育が変わる日（プレジデント社）」ではイーオン社長と

も対談している。 

 

 

 

 

 

 

【イーオンについて】 
 イーオンは 1973 年に創業以来、日本人に最適な語学教育を通し、世界で通用する人材育成に高い評価をいた

だいています。日本人の英語上達のためにオリジナル教材を開発。人格、指導力ともに優れた日本人教師と外

国人教師を採用。それぞれの強みを活かした効果的なレッスンで、苦手を克服しながらコミュニケーション力

を高め、ビジネス英語や資格取得に大きな成果を挙げています。 

  イーオンでは、安心して英語を学んでいただくために、 

●生徒様の授業料に対して、「前受金分別信託制度」導入しています。 

●外国人教師の 99%は北米で採用。来日後は全員日本の社会保険に加入させています。 

●文部科学省所管の「全国外国語教育振興協会」の加盟校です。 

株式会社イーオン（本社所在地:東京都新宿区、代表者:三宅義和）は、現在、全国主要都市に 251 校を有し、

幼児から学生、社会人の方々が通いやすく学びやすい環境とカリキュラムを構築。グループ全体で生徒数 10 万

人を超える実績とともに、その約 50%は未来を担う子どもたちであることもイーオンの信頼の証しです。 

◆イーオン公式HP：http://www.aeonet.co.jp/ 


